







































































































































l年次生 2年次生 3年次生 4年次生 合計
前期 305 5３ 2３ 2３ 404
後期 350 6３ 1３ １３ 439
合計 655 116 3６ 3６ 843
割合（％） 77.7 13.8 4.3 4.3
経済 経営 地域 現社 社福 児童
???、???
人文 音楽 合計
前期 9３ 3１ １ 2９ 4３ 8９ ８ 1２ ０ 305
後期 120 3５ 1０ ９ 5９ 7５ 2３ １７ ２ 350
合計 213 6６ 1１ 3８ １０２ 164 3１ 2９ ２ 655
入学者 234 122 4０ 3３ lll 173 6１ 7８ 3８ 890










































経済学部 3２ 耳鼻咽喉科 1４ 瑞息 ５
福祉社会学部 3０ 呼吸器失陥 ８ てんかん ４
国際文化学部 2３ 皮間科疾患 ７ 心疾患 ３





男子 女子 合計 割合（％）
対人関係 １０ １０ 2０ 31.7
異性・恋愛関係 ２ ０ ２ 3.2
家族との関係 １ ０ １ １．６
サークル活動 ２ ０ ２
学業について ４ ５ ９ 14.3
将来のこと １ １ ２ 3.2
自分のあり方・性格 ９ 1１ 2０ 31.7
能力・学力 ０ ０ ０ ０
身体のこと ２ １ ３
経済面 １ ０ １ 1.6
アルバイト ０ １ １ 1.6
日常生活 ２ ０ ２



















































































































はつらつ型 ゆうゆう型 ふうふう型 へとへと型
男子（､=485） 31.8 24.5 14.4 29.3
女子（n=399） 31.3 19.0 17.5 32.1















































































項目 肯定的回答⑤⑥⑦ どちらでもない④ 否定的回答①②③
生き生きしている 1５（62.5） ２（8.3） ７（29.2）
リラックスしている 1４（58.3） ４（167） ６（25.0）
不安である ８（33.3） ６（25.0） １０（41.7）
爽快な気分である 1２（50.0） ８（33.3） ４（16.7）
ゆったりとしている 1４（58.3） ４（16.7） ６（25.0）
思いわずらっている ５（20.8） 1０（41.7） ８（33.3）
はつらつしている 1０（41.7） ７（29.2） ７（29.2）
落ち藩いている 1４（59.3） ２（8.3） ８（33.3）
くよくよしている ６（25.0） ８（33.3） 1０（41.7）
すっきりしている 1１（45.8） ７（29.2） ６（25.0）
穏やかな気分である 1５（62.5） ４（16.7） ５（20.8）




























項日 当てはまる④⑤ 変わらない③ 当てはまらない①②
ｌ身がかるくなった 37.5 37.5 25.0
２食事がおいしくなった 29.3 45.8 25.0
３疲れがなくなった 20.8 41.7 41.7
４心身ともに爽快になった 58.3 20.5 20.6
５快眠できるようになった 33.3 41.7 25.0
６体飯が減少した 25.0 41.7 33.3
７冊の調子がよくなった 4.2 54.2 41.7
８便秘がよくなった 4.2 54.2 41.7
９働く意欲が湧いてきた 16.7 66.7 16.7
１０風邪をひかなくなった 16.7 41.7 41.7
１１息切れをしなくなった 25.0 37.5 37.5
１２腹痛がなくなった 20.8 50.0 ２
１３健康が充実してきた 58.3 16.2 33.3
１４肩こりがなくなった 12.5 50.0 37.5
１５脚の州みがなくなった 25.0 29.2 45.8
１６朝早く起きられるようになった 8.0 50.0 41.7
１７気分が爽快になった 54.2 20.8 25.0
１８充実感を覚えるようになった 45.2 25.0 29.2
１９身体の動きがかるくなった 20.8 58.3 20.8
２０仕事の疲れが残らなくなった 16.7 37.5 45.8
２１性欲が噸した 4.2 45.8 50.0
２２人に対して親切になった 41.7 41.7 16.7
２３何事にも秋極的になった 29.2 41.7 29.2
２４清潔になった 29.2 37.5 33.3
















































精神的パターン 前 後 変化
はつらつ型 ９ ５ －４
ゆうゆう型 ３ ２ －１
ふうふう型 ３ ５ ２









尺度項目 実習前 実習後 変化
関係開始８項目 2.34 2.29 －０．０５
解読８項目 ２3０ 2.77 0.47
主張性７項目 ２2１ 2.49 ０．２８
感情統制４項目 ２5１ 2.52 ０．０１
関係維持４項目 ２9７ 2.73 -0.24
記号化４項目 2.73 268 －０．０５
(7)実習後の授業に対する印象と感想
①実習後の授業に対する印象と評価
実習後の授業評価の一環として，授業の印象と感想を各々自由記述で書いてもらい．それを
まとめたのが表１５である。
表１５授業の印象と評価
※好意的な評価
．痛いイメージから楽しいイメージに変わった。
いろいろな技を覚えて大変興味を持つようになった。
柔道はやや不安であったが，護身術は向き合う場面が多く安心感があった。
技には無駄な動きがなく，ストレス解消や気分転換になった。
礼儀作法の重要さを改めて痛感した。
相手への気配りの大切さを実感した。
技術指導の方法や進行のペースが適切であった。
日常生活面でも，なにかと充実感を覚えた。
※改善または要望事項
・最初は不安で怖さもあった。
Ｄ＝－－－－－－一一＝ー‐ー｡‐‐一一ー‐一ーーーーー‐＝ーーー＝‐‐｡‐ーー‐一一
・柔道ではもっと多くの技を習い，乱取も多くやりたかった。
P‐‐‐‐‐ー‐-－－－一一一一ー一‐＝＝‐‐一一一ー＝ーーー＝ーーー一ーー‐＝一つ一一一一一ーーーーーー＝＝ーーー＝ーーーーーーーーｰー‐‐‐‐一一‐‐‐ー＝q
・技を掛けるタイミングがよくできなかった。
・女性や初心者に対する配慮をもっとしてほしい。
Ｐ‐一一一一‐ー－－一一－－－－-－一一‐つー‐一一一一ーーーーーーーー-－＝ｰ‐‐‐‐●‐ー‐ー‐‐一一
・道場内の換気と整理・整頓を望みたい。
道場内が暑苦しかった。
好意的な印象としては，「楽しいイメージへの変化」や「興味の増加」と「安心感」や「ス
トレスの低下」のほか「礼儀作法」の大切さと相手への「気配り」の大事さ等があげられ，好
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影響であったことが示唆された。一方，改善又は要望事項としては「最初の不安と怖さ｣，「女
性や初心者に対する配慮｣，柔道経験者の意見としては「多くのわざと乱取もやりたかった」
等，個別的な対応を望む声があった。また，道場内の「整理整頓」と「暑苦しさ」をあげる者
も多く，盛夏時の授業の対応として，今後の授業改善に大いに参考とすべき意見がみられた。
②授業後の感想文
レポート形式で提出してもらった感想文では，全員が積極的に感想を述べていたが，いずれ
も実習授業の前に比べ興味と魅力を体感し，満足と充実感を味わっている状況がうかがわれ
た。ここでは男女の代表２名の感想文を取り上げてみたが，２人ともに授業に対する熱意と積
極的な態度が感じられた。また，よく授業を観察している状況が窺われ，授業評価とともに今
後の授業改善や授業のあり方に大いに参考となるものであった。
例ｌの女性は，最初の不安から多くの経験と学びに発展，経験者の自由練習では柔道の技に
感激，護身術では女でも身を護る術があることに感動している姿が印象的である。最後に，受
講して一番よかったこととして「こころ」の成長ができたこと，やることへの「勇気とチャレ
ンジ精神」を育てることにつながったことを喜び，これからの成長のために精進する決意を述
べている。ここには，感情と心理的な面での大きな成長を見ることができる。
例２の男性は，当初から事件や事故から身を護る護身術に興味を持って受講した学生であ
る。柔道と護身術を並行して学ぶ過程で，技術面だけでなく，礼儀も身につき人間的な向上に
も意義があったことを述べている。また，仲間とのコミュニケーションを取ることで，友達の
輪が広がりやすい環境であったことや，柔道・護身術の練習は相手との相互依存によって成り
立ち，安全性や技能習得に「気配り」が必要なことを実感している姿を見ることができる。こ
こには，柔道・護身術の練習過程で興味と冒険心を体感し，相互理解を深めることによって，
心理社会的側面において，人間的成長を促す大きな要因があることを示唆しているものと見ら
れる。
例１「柔道と護身術を通して気付いたこと」社会福祉学科２年女性Ｔ・Ｆ
私は今回．柔道も護身術も始めての経験だった。何もかもが初めてであり，最初は不安であっ
たが,多くのことを発見し，よい経験や学びにつながった。柔道では.体捌きをしっかりすれば，
自然と技が決まることに感動し，また生まれつき体の硬い私が，柔道をしていて受身を取るの
に一度失敗し，腰を少し痛めてから柔軟性の大切さを実感した。更に，先生が説明された柔道
は柔術からの長い歴史があり，人々が昔から今へと伝えられたという事実に，いまやオリンピッ
ク競技の一つになっている柔道の奥深さを感じずにはいられなかった。
柔道経験者による自由練習を見たときは，柔道の技の美しさに目を奪われさえした。護身術
ではすぐにでも覚えられるもの，少し複雑な動きのものまでいくつもあったが，どれも現代で
も応用していけるものばかりでとても役にたつと思った。また，何よりもすばらしいと思った
のが，女の細腕でもしっかりと身を守る術があると学べたことだ。先生が，柔道は中学や高校
でやっている人が多いから，大学では護身術を取り入れたとのことだったが大成功であったと
思う。
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最後に．私がこの科目を一番よかったと思っているのは，心が成長できたと思えた点だ。柔
道も護身術も初めてで．最初は怖かったがやってみようという勇気と．できたときの「やれば
できる」というチャレンジ糟神を育てることにつながり，その気持ちの持ちようは．どの科目
にも応用できる。それが本当によかったのだ。
これからも．講義で学んだことを生かし，より自分の成長のために糟進していこうと考てい
る。
例２「柔道・護身術を学んで」経済学科１年男性Ｈ・Ｋ
この柔道・護身術では，護身術に興味があり，また自分の身に何か起きた時のために護身術
で事故を防衛できればいいという理由で選びました。
柔道と護身術を並行して学ぶことができるので．技術的な面の向上だけでなく，礼儀も自然
に身について．人間的にも向上してとてもやりがいのある授業だと思います。
また．この授業は，初心者に合わせた授業内容で行なっており，柔道の基礎から学べて初心
者に近い自分にとってはありがたいことでした。
他の受講生とコミュニケーションを取ることにより，友達の輪が広がり．打ち解けた感じで
稽古ができて．学びやすい環境だと思います。また．柔道では形的な練習をするなど．安全面
を配慮しているなと感じました。護身術の練習では，事前に映像で技を確認して．そのあと先
生による実演でとても分かりやすいと思いました。
柔道・護身術の練習は，一人ではできず，組む相手がいるからこそできると思います。相手
が技を掛けやすいように気配りするなど，相手のことを思いやって練習をし，互いに向上して
いくことが大事だと思います。この授業を選んでよかったと思います。
５）今後の課題と展望
戦後の学校体育において，柔道は選択教材として採用されて以来，格技の必修化や武道館の
建設，格技から武道への名称変更など競技化と国際化を中心に推移してきたといえる。大学で
の柔道実習も中学，高校の指導を踏襲してきたと言っても過言ではないであろう。
先般，日本学生柔道連盟と全国大学体育連合に加盟している大学を調査した結果によれば，
共通教育での柔道実施校は課外活動実施校31校のうち約４割の11校であり，この中で護身術を
取り入れているところは３大学のみであった。また，指導者のコメントには柔道の受講希望者
が少なく，授業存続の危機を嘆く例も数多くみられる状況であった。
柔道のイメージは「痛い」「きびしい」「礼儀作法」などがあげられ，他のスポーツにみられ
る「楽しい」「おもしろい」「かっこよい」などはほとんど見当たらない。大学での柔道実習の
希望者が少ない現状も納得できる状況である。
大学での柔道実習では，楽しさ安全性スリル感の体験等を配慮して指導内容と指導方法
を抜本的に見直し，創造的なプログラムを具体化する必要があるといえる。
学生の興味・関心を尊重しながら，安全の確保を図り，魅力的な技術とスリルを体感するこ
とのできるような柔道授業であることが大学柔道の再生への道と言えるであろう。ここには，
競技柔道のほかに，柔道の魅力を引き出す，再生への大きな可能性があると見られる。
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今回の受講者の感想文から見ても，「興味，関心」の高まりだけでなく，「相手への気配り」
や「心の成長」の実感，あるいは「チャレンジ精神」を身に付けた喜びなど具体的で説得力の
ある意見と感想を読み取ることができる。
現代学生の健康問題，なかでもメンタルヘルスの問題や社会人基礎力としての「生きる力」
や「就業力」育成の観点からみても，感想文にみられる「人間的な成長」と仲間との「コミュ
ニケーション」による「友達の輪の広がり」などの成果は柔道・護身術の練習過程で得られる
体育教材としての意義を見事に裏付けているものとみられる。
今後の大学体育における柔道の実習授業は中学校，高等学校の競技柔道としての延長ではな
く，学生の発達段階や社会的ニーズに対応した独創的な創意工夫が必要であり，安全柔道，護
身柔道，融合柔道，みんなの柔道，生涯柔道コミュニケーション柔道等の視点からの取組み
が必要であろう。今回の護身術の導入は男女差，体力差，技能レベルに関係なく現代社会の
ニーズに対応しうる安全教育の一環として，また，心理社会的効果を目指すには最適な教材の
一つとして位置づけることができよう。
中学校体育に武道の男女必修化が制度化された現在，大学においても容易に受け入れやすい
魅力的な柔道授業の目標，内容，方法の研究と独創的なプログラム開発は早急に取り組むべき
課題である。そのことを実習授業への要望と感想文はメッセージとして送っているものと受け
止めたい。
おわりに
柔道と護身術の融合実習を15回にわたって実施し，学生評価，感想文及び心理社会変数を用
いて指導効果を検討してみた。その結果，学生評価では護身術と身体活動への興味関心が高ま
り，受講に対して充実感を覚え，満足の状態にあるものが多い傾向にあった。一方，心理社会
変数からは，一時的な自覚や感情的な側面ではいくつかの項目で明らかに効果を見ることがで
きたが，恒常的な心理社会的効果は確認するまでには至らなかった。調査が短い期間であった
ことや比較対照するグループの設定ができなかったこと。また，人の′性格や精神パターンが，
短期間の運動経験のみによって容易には変化しないことを示唆しているものと受止めたい。
今後の課題として，比較できる対照グループを作り，長期にわたる継続研究が必要である。
また，今回は調査結果の分析において有意義検定までには至っておらず再検討が必要である。
この調査研究はＦＤ活動の一環として，九州地区大学体育連合のプロジェクトチームのメン
バーとして企画研究に加わった時の報告がベースになっている。学校体育に武道教育を，なか
でも大学体育において独創的な柔道の再生，復活を図るための今後の課題研究の参考になれば
幸いである。
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